
《
各
代
表
の
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）》

津
別
町

佐
藤
多
一
町
長

二
水
郷
訪
問
団
の
皆
様
の
訪
問
を
心
か
ら

歓
迎
し
ま
す
と
と
も
に
、
友
好
都
市
調
印
５

周
年
の
式
典
を
共
に
お
祝
い
し
ま
す
。

今
年
１
月
に
は
、
津
別
中
学
校
の
生
徒
６

名
が
二
水
郷
を
訪
問
し
交
流
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
二
水
郷
国
民
中
学

校
の
生
徒
が
当
町
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
夏

ま
つ
り
を
大

い
に
楽
し
み
、

中
学
生
同
士

友
情
を
深
め

合
い
、
視
野

を
広
め
、
お

互
い
に
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

今
、
平
和
を
求
め
る
思
い
は
、
全
国
共
通

の
願
い
で
あ
り
、
同
じ
青
い
星
の
上
に
住
む

私
た
ち
は
、
平
和
な
世
界
を
希
求
し
、
今
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
お
互
い
を
理

解
し
合
う
、
こ
う
し
た
交
流
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。

二
水
郷

鄭
蒼
陽
郷
長

津
別
町
と

の
友
好
都
市

提
携
は
光
栄

で
あ
り
、
５

周
年
の
記
念

の
年
に
訪
問

で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

７
月
に
行
わ
れ
る
中
学
生
の
交
流
は
、
こ

れ
か
ら
の
若
い
世
代
が
国
際
視
野
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

津
別
町
議
会

鹿
中
順
一
議
長

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
、
津
別
町
日
台

親
善
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
熱
意

と
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

相
互
の
理
解
と

友
情
を
さ
ら
に
深

め
、
交
流
の
芽
が

大
き
く
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
切
望

い
た
し
ま
す
。

二
水
郷
民
代
表
会

頼
元
恩
主
席

こ
の
よ
う
な
大
き
な
式
典
を
開
い
て
い
た

だ
き
、
感
激
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い

歓
迎
に
感
謝
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
は
皆
さ
ん

が
二
水
郷
に
来

ら
れ
る
よ
う
、

心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

⃃
５
月

日
（
金
）
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記
念
講
演
「
最
近
の
日
台
関
係
」

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処

郭
仲
熙
副
代
表

※
郭
氏
は
、
現
在
東
京
の
台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
処
（
大
使
館
）
の
副
代
表
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
津
別
町
と
二
水
郷
の
交
流
の
橋
わ

た
し
を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。
平
成

年
の
友

２４

好
都
市
提
携
に
も
立
会
さ
れ
、
本
町
に
は
今
回

が
３
度
目
の
来
町
に
な
り
ま
す
。

二
水
郷
友
好
都
市
提
携
５
周
年
記
念
行
事

記
念
式
典
を
開
催
し
、
郷
土
芸
能
等
で
歓
迎
し
ま
し
た

二
水
郷
と
津
別
町
は
平
成

年

月
に
友
好
都
市
提
携
協
定
を
結
び
、
今
年
は
５
周
年

24

10

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

５
月

日
、
台
湾
二
水
郷
か
ら
鄭
郷
長
（
日
本
で
は
市
町
村
長
）
他

名
が
ご
来
町
し
、

１９

15

記
念
式
典
を
開
催
。
式
典
で
は
、「
互
恵
か
つ
恒
久
的
な
親
善
関
係
を
築
く
べ
く
、
共
に
一

層
の
友
好
発
展
に
努
力
す
る
」
宣
誓
証
書
の
署
名
・
交
換
が
行
わ
れ
、
友
好
都
市
提
携
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
郭
仲
熙
副
代
表
に
よ
る
記
念
講
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
催
さ
れ
た
夕
食
交
流
会
で
は
、
山
鳴
太
鼓
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
な
ど
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

日
は
町
内
の
各
施
設
や
事
業
所
を
ご
案
内
。
夜
は
歓
迎
夕
食
会
で
交
流
を
深
め
、
ご

２０
一
行
は

日
朝
に
離
町
さ
れ
ま
し
た
。

２１

⃃
５
月

日
（
金
）
記
念
式
典

19

宣
誓
証
書
署
名
・
交
換

⃃
５
月

日（
金
）夕
食
交
流
会

19

心
に
響
く
つ
べ
つ
の
音
色

⃃
５
月

日
（
金
）
夕
食
交
流
会

19

リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
で
歓
迎

⃃
５
月

日
（
土
）
歓
迎
夕
食
会

20

友
好
と
親
睦
に
乾
杯

▲講演中の郭氏（枠内）と会場の様子

▲夕食会で交流を深める参加者

５月20日（土）施設見学等

～木の町つべつの魅力に触れて～

▲木の香りが漂う認定こども園見学

▲山田牧場の山田照夫氏がオーガ

ニック牛乳誕生の経緯を説明

▲丸玉産業株式会社工場見学

▲津別峠展望施設で記念撮影

▲株式会社山上木工を見学。この後サ

ンマルコ食品株式会社津別工場を見学

▲さんさん館で昼食

手づくりで温かいおもてなし

▲左から鹿中議長、佐藤町長、鄭郷長、頼主席▲山鳴太鼓の演奏を楽しみながら夕食交流

▲ＲＥＣつべつの演奏に聴き入る

佐藤多一町長

鄭蒼陽郷長

鹿中順一議長頼元恩主席


